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貸宅地の逆転現象

Q:私は、父の死亡により、A地とB地の

2ヶ所の貸宅地を相続しました。その貸宅地

の評価をしたところ、路線価の低いA地の方

が、路線価の高いB地よりも高い評価額とな

りました。これは、やむをえないのでしょか。
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’一 A地の評価額(1㎡獣り）

600C－500千円x(l-0.6)

二200千円

B地の評価額u獣り）

借地権割合c=m¥)=m

600千円x(l-0.7)

=180千円

A:A地の価額は、B地の1㎡当たりの価

額にA地の地積を乗じて計算することができ

ます°

【解説】

借地権割合を異にする地域が接続する地域

にある貸宅地で、その貸宅地の正面路線価及

び借地権割合を基として計算した1㎡当たり

の貸宅地の価額が、その正面路線の接続する

他の貸宅地の正面路線価及び借地権割合を基

として計算した1㎡当たりの貸宅地の価額を

超えることとなる場合の貸宅地の価額は、そ

の接続する他の貸宅地の1㎡当たりの価額を

基として計算した価額によって評価すること

ができることになっています。

路線価図をみるときは、評価する土地の路

線価や借地権割合だけでなく、近隣にも目を

向ける必要があります。
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